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「行きたくなる例会・来てよかった例会」にしよう！「行きたくなる例会・来てよかった例会」にしよう！

四日市南ロータリークラブ

2023
12.13

第2630地区　篠原　一行 (多治見リバーサイドＲＣ)

本日のプログラム

次回の予定

「地区大会報告」

ソング：我等の生業

担　当：幹事

卓　話：第５回クラブアッセンブリー

　　　　「年次総会」

ソング：それでこそロータリー

行　事：委員会プロジェクト

担　当：親睦活動・家族委員会

　　　　四日市シティホテル４Ｆ

　　　　1８：００～受付・１８：３０点鐘

第1505回例会【12月13日(水)】

第1506回例会【12月20日(水)】

第1503回例会　　  2023年11月22日（水）

【担当/幹事】

　大会開始前にポリオプラス委員会として、募金を実施

しました。参加皆さんのご協力を頂いて、30万円を上回る

浄財が集まりました。心より感謝いたします。ありがとう

ございました。

国際ロータリー第2630地区　　　　　　　　 

ポリオプラス小委員会委員長　国安院章良

職業奉仕委員会研修セミナー報告
2023年11月5日11：30～

場所：ホテルグリーンパーク津

職業奉仕委員会委員長　山路　忠

米山奨学会委員会委員長　伊藤友一

1日目

2日目

12月のお誕生日

 3日 松村 武侈会員
15日 山田 元樹会員
20日 上杉 啓詞会員
26日 川北 育央会員

　名古屋観光ホテルの大広間にて

350人ほどの大人数による式典でし

た。RI会長代理による講演があり、

ロータリークラブの現状とあるべき

姿のお話を頂きました。

　また、この式典には韓国とタイから何人かのガバナー

や役員の皆さんも参加され、さらに日本の各所の地区ガ

バナーも参加されていて、派手やかなうちにも、厳粛な式

典となりました。その後の懇親会においては嗜好をこら

したアトラクションも用意されていて、楽しい時間を過

ごさせて頂きました。

名 円 ご投入頂きました。ニコニコBOX報告

ありがとうございます。

15 31,000

第2630地区四日市グループガバナー補佐 藤岡 傅様

第2630地区ローターアクト委員会委員 矢野 哲也様

水谷、山田、青木、伊藤、国安院、松村、佐久間、真田、

佐藤、清水、鈴木、高橋、山路

例会日 会員数 会場出席者 出席免除 補正後出席率欠　席　者　数
(メークアップ)

先 週 の 記 録先 週 の 記 録

出 席 報 告

ゲスト紹介

ビジター紹介

第1504回例会【 令和5年12月6日(水) 】

(0名)

(2名)  第2630地区四日市グループガバナー補佐 藤岡 　 傅様
　　　　〃　　　　ローターアクト委員会委員 矢野 哲也様

11月15日

12月6日

31 15 2

31 －
73%

－
（　6　）

8

審議事項　

1. 親睦活動・家族委員会より

　・第1500回記念例会　決算報告  

　・「新年例会」について　　　　　　　　  　　　  承認

2. 2023～24年度下半期会費について　　　　　  　 総会へ

3. 会長エレクトより

　　2024～25年度「理事・役員構成」（案）について  承認

4. 四日市中央工業高等学校より

　  「第102回全国高等学校サッカー選手権大会」全国大会

　　出場への寄付について　10,000円　　　　　　承認

5. 事務所移転について

　・書類の保存期間（賞状・楯など）スキャンして保存する

　・引越し日　2/27（火）の予定

　・eFAXの契約　TELをどうするか

　　（共にOMさんにお願いします）

理事役員会報告　　12月6日(水)

　多治見リバーサイドRC篠原一行

ガバナーの講演。演題は「ロータリア

ンの心の原点」。先ずは親睦と互助。

互いに信頼し、寛容の心をもって接

するべきだ。米山梅吉氏は親睦委員

会を友愛委員会に変えた。奉仕とは他人に幸福をもたら

すことである。

　特別講演では敦賀ロータリークラブの刀根荘兵衛氏

（国際ロータリー 2650地区パストガバナー）が「ロータ

リーの職業奉仕の現状と未来」の演題で講演。日本の職業

奉仕は「倫理道向上」に近い。世界はそれに加えて職業ボ

ランティアも含む。1905年のスローガンは「正直、道徳、禁

酒」だった。1987年より職業奉仕委員会は復活した。道徳

律の復活。ロータリアン同士で特別な利益を与えないし、

求めない。2014 年、2023 年と変更になり、DEI 推進に変

わった。

　Serviceは奉仕とは訳せない。語源はサンスクリット語

でSEVA西（ヨーロッパ）へ渡りserviceとなった東（中国・

日本）へ渡り「世話」となった。職業奉仕という言葉を使わ

ない？倫理道徳向上運動。　　　　　　　　　　　 

リアン」目指して成長していただきたいと考えます。

また、クラブ活動報告では、三泗地区選抜サッカー大会の

実施、今年度テーマに基づく発表頂き誠に有難うござい

ました。

　ガバナー補佐の職務として、IM以降翌日の鈴鹿・亀山

グループIMに始まり松阪東紀州・濃飛と各IMにお伺い

し、AG・CC会議・各セミナーへの参加があり先日の地

区大会まで忙しく過ごさせていただいております。

　そして先日は、地区で最後となました伊勢・鳥羽・志

摩地区のインターシティミーティングに参加してまいり

ました。基調講演に「サッカーを通じて地域とともに」の

テーマのもとＦＣ ISE・SIMA 理事長　四中工出身の小

倉(おぐら)隆史(たかふみ)をお招きし、鈴木英敬衆議院

をコーディネーターに伊勢市・鳥羽市・志摩市の首長を

パネリストに「伊勢・鳥羽・志摩の地域連携‘’これから

のロータリーの役割“」というテーマでパネルディスカッ

ションがおこなわれました。南伊勢町を加えた3市・１町

で発展を図って行きたいという構想を語られた。そして

懇親会が行われ各首長ともお話をさせて頂きました。

　半年が過ぎ、メインの事業はほぼ終わりましたが、気を

緩めることなく、あと半年頑張りますので、宜しくお願い

いたします。

　千玄室大宗匠による記念講演「みんな一緒　和の心」と

題して、約1時間に渡り、百歳の大宗匠は、立ったままで、

澱みなく、話し続けられました（脅威の体力です）。

　更に、休憩を挟んで、大会決議、ローターアクト代表、財

　・プロバスクラブ　同事務所を使用する

　・シティホテルでの例会最終日　2/21（水）

報告事項　

1. モロッコ地震救援基金　15,500円　R財団へ送金

2. 近鉄四日市駅前イルミネーション協賛金 20,000円送金

3. ロータリーの友 購読料 2024年1月～月1＄値上げする



会長挨拶 水谷洋信 会長

講評並びにご挨拶
　先週は、体調不良（インフルエンザ）

で例会・ＩＭを欠席し申し訳ござい

ませんでした。この冬は、インフルエ

ンザが大流行しており、私事前も、20

年ぶり？に感染致しました。

　前会長　矢野会長にはご迷惑をかけ申し訳ございませ

んでした。私、11月は、沖縄へ3回ほど出張で出向いており

ました。気温が30度超える日もあれば、10度台の日もあり、

体調を崩したのではないかと思っております。11月でもま

た暖かい日も続いておりますので皆様も体調管理に気を

付けてお過ごし下さい。

　山田元樹 幹事

① 配布資料　会報

② 次週11月29日（水）　特別休会

　次回は、12月6日（水）　理事会あり

幹事報告

団学友代表、国際青少年受入・派遣

学生代表スピーチ、インターアクト

代表、米山記念奨学生代表スピーチ

と続きました。

　表彰では、RI表彰、ロータリー財

団・米山記念奨学生表彰に続き、感謝状贈呈では、私も直

前ガバナー補佐として、高橋直前ガバナーより感謝状を

頂きました。

　最後に、ガバナーエレクト亀井喜久雄様の紹介と挨拶、

並びに、次期開催地発表、クラブ会長（名張RC川口佳秀様）

挨拶、大会の鍵伝達、地区研修リーダー所感（浦田幸一

PG)、RI会長代理講評、篠原一行ガバナーの謝辞と続き、閉

会の点鐘となりました。

第2630地区四日市グループガバナー補佐

藤岡　傳様

　2023 ～ 2024年度国際ロータリー

2630地区の地区大会をホストクラ

ブ多治見リバーサイドクラブにより

開催されました。

　私達は四日市南ロータリークラブ

の会員と共に参加させて頂き、多治見の町が日本一熱い

町を捩って、大会テーマ「希望と未来を、熱く語ろう多治

見の町で」で最高の団結力と最高のおもてなしをして頂

きました。

　参加会員は韓国ロータリー及びタイ国ロータリーを含

め、総勢1516人でした。

　圧巻は裏千家前家元千玄室大宗匠、当年100歳の1時間

余りの講演で、満席の会場会員を感動させるものでした。

　

青少年奉仕委員会副委員長　羽田清志

例会日 会員数 会場出席者 出席免除 補正後出席率欠　席　者　数
(メークアップ)

名 円 ご投入頂きました。ニコニコBOX報告

ありがとうございます。

先 々 週 の 記 録先 々 週 の 記 録

「ローターアクトについて」

第2630地区ローターアクト委員会

　委員　矢野 哲也様

出 席 報 告

ゲスト紹介

ビジター紹介

第1503回例会【 令和5年11月22日(水) 】

(1名)

(0名)  なし

四日市RC　伊藤一美君

11月8日

11月22日

31 22 1

22 931 － －

9 21,000

水谷、山田、坂、岩間、国安院、松村、佐久間、高橋、山路

　山田元樹 幹事

① 配布資料　Rの友・月信・卓話の資料・IM報告書（IM出席者）

② ガバナー事務所・地区事務所

　　　年末年始休み　12/26（火）～ 1/5（金）まで

③ 理事会　13：30 ～高砂の間

幹事報告

第150４回例会　　  　2023年12月6日（水）

【担当/ローターアクト委員会】

（　3　）
5 83%

会長挨拶 水谷洋信 会長

　先日大阪・関西万博が11月30日

開催500日前とのニュースが出てお

りました。前回開催されました大阪万

博は皆さん記憶にございますでしょ

うか？

　ローターアクトクラブ（ＲＡＣ）

は、若者向けの奉仕団体です。1960年

代「世界中の青少年が共に活動でき

るような組織をつくろう」という機

運 が 高 ま り、1968年1月 に、当 時 の

ルーサー H．ホッジス国際ＲＩ会長により、「ローターアク

ト構想」が打ち出され、RI理事会は、初めてＲＡＣの発足を

認証しました。ローターアクトという表現は「ロータリー」

と「アクション」を合わせたもので、「奉仕を通じた親睦」の

意味があります。日本でも全ての都道府県にＲＡＣが存在

しますが、一部の県のＲＡＣは活動を休会しています。

　ＲＡＣの目的は、青年男女が個々の能力の開発に当たっ

て役立つ知識や技能を高め、それぞれの地域社会における

物質的、あるいは社会的ニーズと取り組み、親睦と奉仕活

動（公共空間の清掃活動、医療支援活動、小児支援活動、動

物の保護、緑化活動）を通して全世界の人々の間により良

い信頼関係を推進するための機会を提供することにあり

ます。入会条件は１８歳以上で年齢の上限が無く、その奉

仕分野が特定されていないことが特徴です。

　しかし、現在、ＲＡＣは会員増強に大変苦慮しております。

会員の皆様方の企業の若手社員に入会をお勧めしていただ

き、若手社員の「学びの場」としていただけると幸いです。機

会がありましたら、ＲＡＣの活動にぜひご参加ください。

　私は、今回の地区大会で裏千家15代千玄室大宗匠のご

講演「みんな一緒　和の心」をとても楽しみにしていまし

た。今まで茶道の会でしか大宗匠のお話を拝聴する機会

がなかったのですが、ロータリークラブの集いでの講演

　皆様、こんにちは　本年2度目のク

ラブ訪問に伺いました。宜しくお願

いいたします。本日、卓話いただきま

した矢野地区ローターアクト委員の

卓話を頂き組織的にも、人数的にも

岐路に立たされいる状態でありながら四日市ローターア

クトクラブが人数を増やしているとお聞きしその手法を

広めて頂きたいと切に願います。

　さて、9月に行われました合同例会並びにインターシ

ティミーティングの際には皆様にご出席を頂き、おかげ

をもちまして無事終了することが出来ました。

　IMでは、篠原一行ガバナーのもと「奉仕の心を未来へ

つなげよう」いう地区方針が掲げられ、ロータリーは「親

睦、学び、成長、奉仕」を実践する場とされております。そ

の実践する場で我々が学び・成長するにはどう活動した

ら良いのか「素晴らしい真のロータリアン」なるための方

策を、鈴木一作氏に「ロータリーの心」と題してご講演を

いただきました。先日、報告書が出来上がってまいりまし

た。皆様の手に届いているかと思いますが、この講演内容

をもう一度読み返していただき「素晴らしい真のロータ

ロータリー財団委員会委員長　瀬川愛花

山田元樹幹事代読

リアン」目指して成長していただきたいと考えます。

また、クラブ活動報告では、三泗地区選抜サッカー大会の

実施、今年度テーマに基づく発表頂き誠に有難うござい

ました。

　ガバナー補佐の職務として、IM以降翌日の鈴鹿・亀山

グループIMに始まり松阪東紀州・濃飛と各IMにお伺い

し、AG・CC会議・各セミナーへの参加があり先日の地

区大会まで忙しく過ごさせていただいております。

　そして先日は、地区で最後となました伊勢・鳥羽・志

摩地区のインターシティミーティングに参加してまいり

ました。基調講演に「サッカーを通じて地域とともに」の

テーマのもとＦＣ ISE・SIMA 理事長　四中工出身の小

倉(おぐら)隆史(たかふみ)をお招きし、鈴木英敬衆議院

をコーディネーターに伊勢市・鳥羽市・志摩市の首長を

パネリストに「伊勢・鳥羽・志摩の地域連携‘’これから

のロータリーの役割“」というテーマでパネルディスカッ

ションがおこなわれました。南伊勢町を加えた3市・１町

で発展を図って行きたいという構想を語られた。そして

懇親会が行われ各首長ともお話をさせて頂きました。

　半年が過ぎ、メインの事業はほぼ終わりましたが、気を

緩めることなく、あと半年頑張りますので、宜しくお願い

いたします。

　千玄室大宗匠による記念講演「みんな一緒　和の心」と

題して、約1時間に渡り、百歳の大宗匠は、立ったままで、

澱みなく、話し続けられました（脅威の体力です）。

　更に、休憩を挟んで、大会決議、ローターアクト代表、財

を拝聴し、大宗匠はお茶人としてだけでなく、ロータリア

ンとしても素晴らしい方であると知りました。

　戦争を最前線で経験された大宗匠は「一碗からピース

フルネス」という信念を持ってお茶の心で世界中を平和

にしようと積極的に活動をされていましたが、それは同

時にロータリアンとしての平和に対する信念からの行動

でありました。

　「AFTER YOU」という言葉が好きだ、その心があれば

世界中に無駄な争いはなくなるはずだ。という言葉が印

象的でした。平和や人に対する思いやりの心は茶道も

ロータリーも同じなんだ。私も、人のためになにか良いこ

とをするという、当たり前が難しいことを、自分を律しな

がら少しでも実践できるようになりたいと思いました。

　100歳になっても変わらずお元気でかっこいい大宗匠

が見られてとても良い一日になりました。

　前回開催された時は、私は2歳でしたので全く記憶には

ございません。前回開催された会期は、1970年3月15日～

9月13日までの開催（全183日間）で、入場者数は6，421万

人（日本人の2人に一人は行った計算です）でした。入場料

は、大人（23歳以上）800円、青年（15 ～ 22歳）600円、小人（4

～ 14歳）400円でした。（当時の平均月収が5万円）皆さん

記憶にございますか？

　賛否両論がある万博ですが、一度は見てみたいです。当

クラブとしても親睦旅行で行ってみたいものですね。


